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被定例禽概喪

概要版
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定例会

福岡県総合防災訓練(旭南区自主防災組織)

か
れ
、

7
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
会
は

6
月
凶
日
か
ら
初
日
ま
で
の
会
期
で
開

-
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

一
部
を
改
正

①
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

②
岡
垣
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

③
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

-
全
員
協
議
会
は

②
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

①
町
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
基
本
方
針
に
つ
い
て

③
岡
垣
町
議
会
住
民
懇
談
会
に
つ
い
て

監査委員に石田光明さん(再任・戸切区)

農業委員に広渡輝男さん(新任・元松原区)

麻生孝子さん(新任・吉木区)

※麻生さんは議会推薦の初めての女性委員

-新たに生じた土地の確認について

※ひびき灘自転車道線整備事業により、公有水面埋め立て工事が捜功認可されたため

-新たに生じた土地の確認に伴う字の区域変更について



賛成・反対寝/耐議

退・欠席

鶴案lまか決援について

議員の賛成0・反対・-除斥除・退席 欠

議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

横山 西 太 西
安部
下
平山 村中 広渡 神崎 津市

内 t百句ヨr 採決日 野 田 田 j路11 
結果

美千代玉F造雪at フ次E 陽 弘彦 好伸
輝 巴E金ヨ司

広海
子 5皇子 勲 弘 男 日召

監査委員の選任について 6月10日 同意 。。。。。。。。。。。。
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 6月20日 可決 。。。。。。。。。。。。
問題町税条例の一部を改正する条例 6月20日 可決 。。。。。。。。。。。。
岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 6月20日 賛成多数可決。。。。。。。• 。。。01 
新たに生じた土地の確認について 6月20日 可決 。。。。。。。。。。。。
新たに生じた土地の確認に伴う字の区域の変更について 6月20日 可決 。。。。。。。。。。。。
農業委員会委員の推薦について 6月20日 同意 。。。。。。。。。除。。

岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

平
山

弘

議
員

国
保
税
の
最
高
限
度
額
を

η万

円
か
ら
打
万
円
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
あ
る
。

農
業
・
商
工
業
な
ど
の
自
営
業

者
夫
婦
も
こ
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る。
中
間
所
得
層
の
保
険
料
を
軽
減

す
る
た
め
と
言
う
が
、
決
し
て
高

額
所
得
と
は
言
え
な
い
世
帯
に

次
々
と
負
担
増
が
の
し
か
か
る
現

状
に
問
題
が
あ
る
。

国
や
自
治
体
が
責
任
を
も
っ
て

こ
そ
社
会
保
障
で
あ
る
。
国
が
補

助
金
を
減
ら
し
て
き
た
こ
と
が
、

高
い
保
険
料
の
大
き
な
原
因
だ
。

被
保
険
者
同
士
で
負
担
し
合
う

こ
と
は
限
界
で
あ
る
。
今
以
上
の

限
度
額
引
き
上
げ
は
す
べ
き
で
は

な
し
。

資

鼠

太
田

3盆
議
員

岡
垣
町
の
国
保
会
計
は
、
平
成

お
年
度
の
当
初
予
算
で
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が

9
千
万
円
計

上
さ
れ
て
お
り
、
国
保
税
の
収
入

が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
繰
入
金
に
は
国
保
に
加
入

し
て
い
な
い
住
民
の
税
金
も
投
入

さ
れ
て
お
り
、
受
益
と
負
担
の
原

則
と
い
う
観
点
で
捉
え
る
と
、
国

保
未
加
入
者
に
と
っ
て
は
公
平
性

を
欠
く
部
分
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
の
経
済
状
況
な
ど

を
考
慮
し
、
住
民
の
国
保
税
が
過

重
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

町
が
政
策
と
し
て
配
慮
さ
れ
て
き

た
結
果
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
国
保
財
政

の
な
か
で
、
国
が
国
保
税
の
上
限

額
を
上
げ
る
法
令
改
正
を
行
っ
た

こ
と
に
基
づ
き
、
少
し
で
も
国
保

税
収
を
増
や
し
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
の
適

E
な
改
正
で
あ
る
。

広
渡

輝
男

議
員

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

の
目
的
税
で
あ
る
。
国
民
健
康
保

険
は
、
自
営
業
者
か
ら
他
の
社
会

保
険
に
加
入
さ
れ
な
い
方
な
ど
、

幅
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を

維
持
す
る
国
民
皆
保
険
制
度
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
え
る
。

こ
の
た
び
の
一
部
改
正
は
、
国

保
加
入
者
の
う
ち
、
中
間
所
得
者

層
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
賦

課
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
万
円
か

ら
2
万
円
を
引
き
上
げ
る
改
正
で

あ
る
。
中
間
所
得
者
層
に
影
響
す

る
応
能
、
応
益
に
か
か
る
税
率
は

現
状
を
維
持
し
て
お
り
止
む
を
得

な
い
必
要
な
改
正
で
あ
る
。

更
な
る
町
民
の
健
康
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
と
健
全
な
国
保
財
政

の
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。



ぷ驚

第
5
次
総
合
計
画
の
行
政
経
営
計
画
は

田I
長

更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す

広渡

開
圏

第
4
次
総
合
計
画
は
平
成

辺
年
度
で
終
期
を
迎
え
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

国
国

基
本
構
想
の
重
点
課
題
の

う
ち
事
業
計
画
を
凍
結
し
た
「
道

の
駅
」
を
除
い
て
、

9
割
以
上
が

完
了
し
て
い
ま
す
。

開
圏

第
5
次
総
合
計
画
ヘ
引
き

継
ぐ
課
題
は
何
で
す
か
。

回
国

行
政
の
継
続
性
か
ら
「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
」
や
「
J
R

海
老
津
駅
南
側
の
開
発
促
進
」
な

ど
が
課
題
で
す
。

開
園

企
業
(
役
場
)
の
経
営
は

「
人
、
物
、
金
、
情
報
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
人
材
は
企

業
(
役
場
)
経
営
の
重
要
な
要
素

で
す
の
で
、
職
員
の
意
識
改
革
や

人
材
育
成
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す。回
国

第
2
次
人
材
育
成
方
針
に

基
づ
き
社
会
の
変
化
に
即
応
で
き

る
よ
う
な
職
員
の
育
成
に
努
め
ま

す。開
園

田
や
地
方
の
財
政
が
非
常

に
厳
し
い
中
、
第
5
次
総
合
計
画

を
推
進
す
る
た
め
の
、
今
後
叩
年

間
の
行
政
経
営
計
画
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

回
国

町
の
自
主
性
・
自
立
性
へ

向
け
た
「
行
政
経
営
」
の
意
識
を

持
ち
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

強
化
・
国
県
か
ら
の
財
源
の
活
用

と
と
も
に
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
し
ま
す
。

開
園

町
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
に
は
町
民
の
権
利
及

び
義
務
・
議
会
及
び
議
員
並
び
に

町
長
等
の
役
割
を
定
め
た
、
ま
ち

づ
く
り
の
礎
と
な
る
自
治
基
本
条

例
の
制
定
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

回
国

自
治
基
本
条
例
は
町
長
、

行
政
、
議
会
、
町
民
が
果
た
す
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
仕
組
み
を

条
例
化
し
た
も
の
で
す
。
岡
垣
町

の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る
自
治
基
本

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『わ
が
町
を
知
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
提
唱
を

回I
長

町
の
魅
力
や
情
報
を
よ
り
積
極
的
に
発
信

この自然を、住む人たちを守りたい

園
出

第
5
次
総
合
計
画
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
、
町
長
は
町
民
に

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
す
か
。

回
国

第
5
次
総
合
計
画
で
は
、

基
本
理
念
を
「
住
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
・
み
ん
な
が
輝
く
元
気

な
ま
ち
岡
垣
」
と
定
め
ま
し
た
。

基
本
理
念
は
、
私
の
基
本
姿
勢

を
決
意
と
し
て
込
め
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
基
本
理
念
を
町
民
の
皆

様
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

園
出

町
長
は
、
第

5
次
総
合

計
画
の
ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
定
め
て
い
る
「
5
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

回
国

自
治
の
主
体
で
あ
る
町
民

の
皆
様
と
公
的
責
務
を
果
た
す
行

政
、
職
員
が
目
標
と
成
果
を
共
有

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
共
に
パ
ー
ト
ナ
ー
意
識
を

持
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
進
め
ま
す
。

開
聞

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は

「
全
町
民
が
ま
ず
は
わ
が
町
の
い

わが町を知ろう「乙こどこ?J

ろ
ん
な
こ
と
を
知
る
」
こ
と
が
基

本
と
考
え
ま
す
。「
わ
が
町
を
知

る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
唱
さ
れ

て
は
い
か
が
で
す
か
。

回
国

町
民
一
人
ひ
と
り
が
岡
垣

町
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、
わ
が

町
の
魅
力
や
取
り
組
み
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、
他
の
地
域
に
住
む

人
に
対
し
て
も
「
住
ん
で
み
た
い
」

「
住
み
続
け
た
い
」
岡
垣
町
と
し

て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
報
紙
、
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
、
報

道
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
通

じ
て
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
他
、
町
の
特
産
品
「
ピ
ワ

の
葉
茶
」
や
西
部
地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
莱
の
花
田
」
、

「
菜
の

花
米
」
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。



一般質問町取を問う

す防

防
災
計
画
と
防
災
具
体
策
は
ど
う
す
る
か

回I
長

国
・
県
と
整
合
性
を
図
り
見
直
し
を
進
め
る

弘議員平山

岡
田

住
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め

防
災
計
画
を
作
成
し
、
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
市
町
村

に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
大
震
災
と
原
発
事
故
を

受
け
て
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を

す
る
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

回
国

風
水
害
は
も
と
よ
り
地

震
・
津
波
災
害
、
原
子
力
発
電
所

の
事
故
等
に
関
す
る
整
理
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
園
、
県
の
指

針
や
防
災
計
画
の
見
直
し
の
動
向

を
踏
ま
え
、
整
合
性
を
図
り
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

田
園

防
災
の
具
体
的
対
策
は
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

回
国

公
共
施
設
の
耐
震
化
や
河

川
の
改
修
、
危
険
箇
所
の
改
修
等

を
計
画
的
・
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

学
校
施
設
の
耐
震
化
は
可
能
な

限
り
前
倒
し
で
着
手
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
耐
震
化
に
対
す
る
国

の
制
度
の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

間
阻

津
波
の
時
の
避
難
は
遠
く

で
は
な
く
、
高
い
所
で
す
。

町
は

O
m
地
帯
が
あ
る
の
で
要

所
/
¥
の
標
高
を
示
す
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
国

見
直
し
の
中
で
十
分
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

O
住
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

間
聞

カ
ビ
は
人
体
に
強
い
害
を

与
え
ま
す
。
町
営
住
宅
の
カ
ビ
対

策
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

回
国

カ
ピ
発
生
の
原
因
が
通
常

の
管
理
上
の
問
題
か
、
建
物
の
構

造
上
の
問
題
か
十
分
調
査
し
、
対

応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
他
、
高
齢
者
の
た
め
に
東

松
原
の
急
坂
に
、
手
す
り
や
休
憩

所
を
設
け
る
こ
と
も
求
め
ま
し

た。

駅
南
開
発
と
今
後
の
雇
用
創
出
は

田I
長

積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
を
進
め
る

広海議員市津

防災意識を高めよう

問
国

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
一
点
突

破
の
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
た
が

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
運
営
に
は
年
間
7
千
万
円

の
経
費
が
か
か
り
、
外
部
評
価
で

は
見
直
し
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

が
ど
う
考
え
ま
す
か
。

問
国

利
用
目
的
が
限
定
さ
れ
て

い
る
為
、
利
用
者
拡
大
を
図
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
運
営
に

つ
い
て
は
、
現
在
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

岡
国

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て
、

町
長
は
環
境
、
防
犯
、
福

祉
を
担
っ
て
頂
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
校
区
育
成
会
・
老
人

会
・
民
生
児
童
委
員
な
ど
の
各
団

体
で
共
通
し
て
い
る
事
業
は
、
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
、
統

括
運
営
さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

回
国

行
政
の
役
割
と
し
て
自
治

区

・
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域

団
体
の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
打

ち
合
わ
せ
の
場
を
設
定
す
る
な

ど
、
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

発展性を目指して

問
国

J

R
海
老
津
駅
南
側
整
備

に
お
け
る
海
老
津
白
谷
線
の
進
捗

状
況
を
尋
ね
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
雇
用
の
取
り
組
み
で
、
海
老
津

宝
地
域
で
の
、
宅
地
及
び
工
業
団

地
開
発
誘
致
に
つ
い
て
は
、
行
政

で
の
開
発
は
厳
し
い
の
で
、
業
界

へ
の
働
き
か
け
P
R
活
動
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

回
国

海
老
津
白
谷
線
の
整
備
計

画
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
定
住
人
口
の
増
加
や
雇
用
創

出
の
た
め
、
自
然
環
境
に
や
さ
し

い
企
業
や
教
育
、
研
究
施
設
な
ど

誘
致
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
を
行

い
、
営
業
、

P
R活
動
を
積
極
的

に
進
め
ま
す
。



ぷ議一般質問町政を問う

企
業
進
出
時
に
は
十
分
な
説
明
を

田3
長

法
に
基
づ
き
指
導
し
ま
す

陽子議員西田

悶
固

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
進
出
に

よ
り
、
倉
丸
安
川
団
地
と
の
境
に

長
さ
お

m
、
高
さ

5
m
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
擁
壁
が
出
現
し
ま
し
た
。

周
辺
地
域
の
方
は
景
観
が
変
わ
っ

た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

回
国

私
も
現
場
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
規
制
で
は
、
擁
壁
は
道
路

境
界
か
ら

m
m離
せ
ば
よ
い
と
こ

ろ
を
ロ

m
離
し
て
い
ま
す
。

岡
国

利
便
性
や
雇
用
は
良
い
が

前
段
に
周
辺
地
域
に
何
の
説
明
も

な
く
、
納
得
し
て
い
な
い
人
も
い

る
と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
工

事
が
始
ま
り
と
て
も
乱
暴
な
や
り

方
で
す
。
環
境
と
企
業
進
出
の
調

和
を
謡
う
町
の
総
合
計
画
と
合
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
発
後
の

影
響
を
ど
う
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

回
国

環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
建

築
の
規
制
は
法
的
に
設
け
ら
れ
て

お
り
、
個
人
の
同
意
を
求
め
て
行

う
開
発
規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悶
国

土
地
開
発
指
導
要
綱
に
は

計
画
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
、
公

共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
と

あ
り
ま
す
が
。

回
国

様
々
な
公
共
の
福
祉
が
あ

り
ま
す
が
、
企
業
の
進
出
に
よ

り
、
周
辺
住
民
の
生
活
の
利
便

性
、
雇
用
の
促
進
、
町
財
政
へ
の

貢
献
等
、
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

悶
固

住
み
慣
れ
た
所
で
、
安
心

し
た
暮
ら
し
を
担
保
す
る
の
が
公

共
の
福
祉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

回
国

景
観
は
時
代
や
年
数
が
た

つ
こ
と
に
よ
り
、
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
大
規

模
な
開
発
に
つ
い
て
は
景
観
や
環

境
等
に
つ
い
て
周
辺
を
調
査
し
同

進出したホームセンター

意
を
得
て
開
発
を
実
施
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

悶
固

住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
よ
う
企
業
に
指
導
す
る
の
が

町
の
役
割
で
は
な
い
で
す
か
。

回
国

法
的
な
基
準
に
よ
り
、
今

後
も
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
防
犯
・
防

災
に
つ
い
て

回I
長

計
画
的
に
対
応
実
施
す
る
考
え

安部

問
団

岡
垣
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
『
防
犯
・
防
災
』
の

・
ハ
ー
ド
面
(
耐
震
対
策
と
公
共

避
難
所
、
情
報
発
信
機
器
、
非

常
用
電
源
な
ど
)

・
ソ
フ
ト
面
(
啓
発
、
情
報
発
信

手
段
や
方
法
、
訓
練
な
ど
の

教
育
・
指
導
な
ど
人
的
部
分
含

む
)

・
支
援
面
(
町
の
被
災
者
に
対
す

る
町
独
自
の
支
援
と
他
市
町
村

に
対
す
る
支
援
体
制
)

・
独
自
力
(
自
主
防
災
組
織
の
防

災
へ
の
取
組
み
な
ど
)

・
連
携
力
(
応
援
協
定
)

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

回
国

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定

に
基
づ
き
平
成
同
年
3
月
に
地
域

防
災
計
画
を
策
定
し
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
や
耐
震
性
防
火
水
槽
の
設

置
、
河
川
改
修
等
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
非
常
用
電
源

は
、
緊
急
防
災
無
線
に
確
保
さ
れ

て
お
り
、
役
場
電
算
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
自
治
区
や
団

体
等
に
対
す
る
防
災
講
話
や
防
災

訓
練
へ
の
支
援
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
面
で
は
、
非
常
時
の
食
料

を
7
9
0
0食
と
水
を

5
2
0
0

本
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防

災
対
策
の
強
化
に
向
け
て
は
、
岡

垣
町
独
自
で
職
員
の
防
災
訓
練
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

連
携
力
で
は
、
商
工
会
や
建
設

業
、
協
同
組
合
等
と
の
協
定
を
継

続
し
、
防
災
体
制
の
強
化
維
持
に

努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

O
町
内
公
共
施
設
に
お
け
る
省
工

ネ
対
策
に
つ
い
て

問
団

省
エ
ネ
の
取
組
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

回
国

照
明
の

L
E
D
化
を
推
進

し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
考
え
で

す
。

回
開
閉
思
想

山

田
帽
場
坦
匪

防災メール

まもるくん



一般質町取を問う調f

ノ

今
回
の
大
震
災
を
受
け
、

体
制
の
見
直
し
を
!

岡
垣
町
の
防
災

田I
長

国
や
県
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
5
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う

美千代讃員西

問
凶
圃

災
害
時
に
い
き
な
り
避
難

所
に
集
ま
る
の
で
は
な
く
、
い
っ

た
ん
地
域
の
方
々
が
集
ま
る
こ

と
の
で
き
る
一
次
避
難
所
の
設
置

や
、
避
難
経
路
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
国

災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は

避
難
場
所
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
後
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
際
に
、
避
難
所
の
点
検
や
避
難

経
路
の
考
え
方
の
整
理
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
に
備

え
る
た
め
の
、
自
主
防
災
組
織
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す

4
u

。
回
国

平
成
四
年
度
か
ら
自
主
防

災
組
織
の
設
立
支
援
を
行
い
町
内

の
自
治
区
臼
区
中
、
お
区
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

圃
困

地
震
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
か
ら
尊
い
命
を
守
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
高
齢
の
方
、
障
が

い
の
あ
る
方
、
小
さ
な
子
ど
も
の

い
る
方
な
ど
、
支
援
を
、
必
要
と
す

る
方
々
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
岡
垣
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

回
国

災
害
時
要
援
護
者
の
安
否

確
認
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
要
援

護
者
支
援
計
画
(
全
体
計
画
)
を

平
成
お
年

3
月
に
策
定
し
、
今

後
、
個
別
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
に
基

づ
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
意
識
高
揚
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

圃
間
圃

緊
急
防
災
無
線
が
聞
こ
え

づ
ら
い
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
状

況
の
把
握
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

同
国

町
内
お
か
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
聞
こ
え
づ
ら
い
地
域

に
対
し
て
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
角
度

な
ど
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
他
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ

ス
に
な
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

「
郷
土
の
学
習
」
の
副
読
本
の
発
刊
を
1

回I
長

子
ど
も
達
ヘ
「
郷
土
の
学
習
」

本
の
発
刊
を
し
ま
す

の
副
読

元次議員小野

防災無線の基地局

四
凶

「
子
ど
も
達
が
、
安
心
し

て
学
び
、
心
豊
か
に
育
つ
た
め

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
、
連

携
し
て
行
う
町
づ
く
り
」
に
つ
い

て、

第

5
次
総
合
計
画
で
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

悶
国

岡
垣
ら
し
さ
の
あ
る
教
育

環
境
づ
く
り
を
進
め
、
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
」
や

「
通
学
合
宿
夢
の
体
験
塾
」
等

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

開
聞
国

子
ど
も
達
が
、
郷
土
愛

を
育
む
た
め
、
町
の
自
然
や
環

境
、
歴
史
や
文
化
な
ど
、
地
域
の

人
と
の
交
流
や
地
域
の
自
然
を
生

か
し
た
体
験
学
習
な
ど
に
活
用
が

出
来
る
も
の
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
国
凶

町
制
施
行
印
周
年
記
念
事

業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

回
国

印
周
年
事
業
で
は
、
若
者

や
子
ど
も
達
を
含
め

「
未
来
に
向

け
て
岡
垣
町
を
、
よ
り
元
気
に
輝

か
せ
て
い
こ
う
」
と
い
う

一
体
感

もっと知ってね、町の乙と

が
生
ま
れ
る
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

開
国

間
垣
を
知
り
、
学
ぶ
、
「
郷

土
の
学
習
」
の
教
育
副
読
本
を
、

回
周
年
記
念
誌
と
し
て
編
纂
し
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
ヘ
、
郷

土
愛
あ
ふ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

回
国

第

5
次
総
合
計
画
で
の
子

ど
も
教
育
の
視
点
か
ら
、
岡
垣
の

な
り
た
ち
・
産
業
・
生
き
物
・
自

然
を
学
ぶ
、
教
育
副
読
本
の
編
纂

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
協
議

し
な
が
ら
、
今
後
の
予
算
措
置
も

含
め
て
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

国

国

子
ど
も
達
が
、
地
域
の

事
を
知
る
地
域
活
動
を
行
う
上

で
、
参
考
書
の
よ
う
な
副
読
本
が

有
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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今夏も、波津海水浴場は、地引網・そ
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本会議はもちろん、常任委員会・特

別委員会・連合審査会ち傍聴すること

ができます。

委員会では付託議案等の審査を行っ

ています。

詳しくは議会事務局

次の定例会は9月9日(金)
開会の予定です。

どうぞお越しください。

議場傍聴席は40席あります。

車いすのスペースも2台ご用意し

ています。
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書

広
渡

輝
男

岡
垣
町
議
会
議
員
選
挙
で
再
選
さ

れ
た
7
名
の
議
員
と

6
名
の
新
議
員

に
よ
る
6
月
定
例
議
会
が
新
鮮
さ
と

緊
張
の
中
で
初
日
に
閉
会
し
た
。
新

議
員
が
3
分
の
2
を
占
め
る
議
会
広

報
特
別
委
員
会
で
は
、

7
月
中
の
「
議

会
だ
よ
り
」
の
発
行
へ
む
け
て
委
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
、
戸
惑

い
の
中
で
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

最
近
、
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
て

も
政
局
問
題
ば
か
り
が
目
に
付
く
。

被
災
地
の
方
や
県
・
市
町
村
の
復
旧

へ
向
け
て
の
奮
闘
は
伝
わ
っ
て
く
る

が
、
い
っ
こ
ウ
に
国
の
姿
が
見
え
て

こ
な
い
。
疑
問
に
思
う
の
は
私
だ
け

か
。
日
本
国
家
の
責
任
の
も
と
、

1

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
策
を
進
め
る

べ
き
だ
。
「
議
会
だ
よ
り
」
が
手
元
に
届
く
頃

ま
で
に
は
、
国
の
責
任
あ
る
行
動
を

期
待
し
た
い
。

発
行
責
任
者

議

長

曽

宮

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

広

渡

副

委

員

長

西

委

員

横

委

員

西

委

員

中

委

員

神

良輝
男

美
千
代

貴

子
陽

子

好

伸

宣

昭

山崎村田
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